
  資料１ 

 

高尾山古墳保存と都市計画道路（沼津南一色線）整備の両立に関する協議会について 

 

 

１ 趣旨 

  本協議会は、高尾山古墳の保存と都市計画道路沼津南一色線の整備の両立を図るた

め、実現可能性のある選択肢を検討し、市が事業方針を決定するために必要な条件整

理等を客観的に行うことを目的に設置するものである。 

 

 

２ 委員構成 

 

学習院大学 法科大学院 法務研究科長      大橋 洋一 

  埼玉大学 大学院 理工学研究科 教授      久保田 尚 

  株式会社 文化財保存計画協会 代表取締役    矢野 和之 

     （日本イコモス国内委員会事務局長） 

 

  京都大学客員教授・静岡県副知事         難波 喬司 

  静岡県 教育委員会 教育次長          杉山 行由 

 

 （アドバイザー） 

  国土交通省 都市局 街路交通施設課長      神田 昌幸 

  文化庁 文化財部 記念物課 主任文化財調査官  田 佳男 

 

  事務局：沼津市（副市長、教育長、都市計画部長、建設部長、教育次長） 

 

 

３ 進め方のイメージ（議論の状況に応じて変わる可能性があります。） 

 

 第 1回（本日）   ：これまでの経緯、今後の検討方針について確認 

 第２回（１１月頃） ：様々な整備案について幅広く検討 

 

 第３回以降で、整備案の中から実現可能な選択肢を複数抽出・整理 

 


